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②治山事業・森林整備事業による流域の防災・減災の推進

■治山事業の実施状況について

間伐の実施で森林土壌の孔隙量が保持

■森林整備事業の実施状況について

間伐後の森林荒廃森林

・近年、局地的な集中豪雨が頻発する傾向が高まる中、治山事業・森林整備事業による防災・減災に取り組んできている。
・今後、気候変動がより一層激化することが見込まれることを踏まえ、「流域治水」の取組と連携し事業を推進していく。
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※玉井幸治「森林の持つ『洪水災害の軽減機能』
について」山林第1635号（2020）

◇山地災害等による荒廃地の復旧するために治山事業を実施

【治山ダム工（越前市中津原）】
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※服部ら「間伐林と無間伐林の保水容量の比較（2001）
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【山腹工（丹生郡越前町下山中）】

福 井 県
農林水産部


